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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 12月 19日 (2005.12.19)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 【 請 求 項 ８ 】 　 時 効 性 硬 化 し た 状 態 で 少 な く と も ６ ５ ０ Ｍ Ｐ ａ の 抗 張 力 、 少 な く と も
２ １ ０ Ｈ Ｖ の ビ ッ カ ー ス 硬 度 、 少 な く と も ４ ０ ％ Ｉ Ａ Ｃ Ｓ の 導 電 性 、 ５ ０ ０ ℃ で 少 な く と
も ４ ０ ０ Ｍ Ｐ ａ の 熱 間 抗 張 力 、 ５ ０ ０ ℃ で ５ ０ ０ 時 間 貯 蔵 し た 後 に １ ６ ０ Ｈ Ｖ の 最 小 硬 度
お よ び ０ ． ５ ｍ ｍ の Ａ Ｓ Ｔ Ｍ 　 １ １ ２ に 従 う 最 大 粒 度 を 有 す る 、 請 求 項 １ ～ ７ の い ず れ
か 一 つ に 記 載 の 銅 合 金 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ８ 】

Ｅ



　 側 部 せ き 止 め 用 ブ ロ ッ ク が 硬 化 し た 状 態 で 請 求 項 ８ お よ び ９ に 従 っ て 少 な く と も ６ ５ ０
Ｍ Ｐ ａ 、 好 ま し く は ７ ０ ０ ～ ９ ０ ０ Ｍ Ｐ ａ の 抗 張 力 、 少 な く と も ２ １ ０ Ｈ Ｖ 、 好 ま し く は
２ ３ ０ ～ ２ ８ ０ Ｈ Ｖ の ビ ッ カ ー ス 硬 度 、 少 な く と も ４ ０ ％ Ｉ Ａ Ｃ Ｓ 、 好 ま し く は ４ ５ ～ ６
０ ％ の Ｉ Ａ Ｃ Ｓ の 導 電 性 、 ５ ０ ０ ℃ で 少 な く と も ４ ０ ０ Ｍ Ｐ ａ 、 好 ま し く は 少 な く と も ４
５ ０ Ｍ Ｐ ａ の 熱 間 抗 張 力 、 ５ ０ ０ ℃ で ５ ０ ０ 時 間 貯 蔵 し た 後 に １ ６ ０ Ｈ Ｖ の 最 小 硬 度 お よ
び ０ ． ５ ｍ ｍ の Ａ Ｓ Ｔ Ｍ 　 １ １ ２ に 従 う 最 大 粒 度 を 有 す る 場 合 が 特 に 有 利 で あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 合 金 Ｄ の 組 成 は 公 知 の Ｃ ｕ Ｎ ｉ Ｓ ｉ － ベ ー ス 合 金 で あ り 、 合 金 Ｅ お よ び Ｆ は 標 準 化 さ れ
た Ｃ ｕ Ｃ ｏ ２ Ｂ ｅ － お よ び Ｃ ｕ Ｃ ｏ Ｎ ｉ Ｂ ｅ － 材 料 で あ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 全 部 の 銅 合 金 を る つ ぼ 型 誘 電 炉 で 溶 融 し そ し て 連 続 鋳 造 法 で 鋳 造 し て ２ ８ ０ ｍ ｍ の 直 径
を 有 す る 丸 型 ブ ロ ッ ク を 得 る 。 実 施 例 Ａ 、 Ｂ お よ び Ｃ の 合 金 の 丸 型 ブ ロ ッ ク を ９ ０ ０ ℃ 以
上 の 温 度 で 押 出 成 形 し て ７ ９ × ５ ９ ｍ ｍ の 寸 法 を 有 す る 板 状 ス ト ラ ン ド を 得 、 次 い で １ ２
％ の 断 面 積 減 少 さ せ て ７ ５ × ５ ５ ｍ ｍ の 寸 法 に 押 出 成 形 す る 。

そ し て 追 加 的 な 冷 間 成 形 に
付 さ な い 。 Ｃ ｕ Ｃ ｏ Ｂ ｅ － お よ び Ｃ ｕ Ｃ ｏ Ｎ ｉ Ｂ ｅ － 材 料 を 次 い で ９ ０ ０ ～ ９ ５ ０ ℃ で 容
体 化 処 理 し そ し て ４ ５ ０ ～ ５ ５ ０ ℃ の 温 度 範 囲 内 で ０ ． ５ ～ １ ６ 時 間 に わ た っ て 時 効 硬 化
さ せ る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 Ｃ ｕ Ｎ ｉ Ｓ ｉ － ベ ー ス 合 金 は ８ ０ ０ ～ ８ ５ ０ ℃ で 容 体 化 処 理 し そ し て 同 じ 条 件 で 時 効 硬
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表 １ ：

比 較 例 Ｄ 、 Ｅ お よ び Ｆ の 合
金 ブ ロ ッ ク は 同 じ 温 度 で ， ７ ５ × ５ ５ ｍ ｍ の 寸 法 に 押 出 成 形 し



化 さ せ る 。 時 効 硬 化 し た 状 態 で 抗 張 力 、 ビ ッ カ ー ト 硬 度 Ｈ Ｖ １ ０ 、 導 電 性 （ 熱 間 電 導
性 の 代 用 の 目 安 と し て ） 、 Ａ Ｓ Ｔ Ｍ 　 Ｅ に 従 う 粒 度 、 ５ ０ ０ ℃ で の 耐 熱 性 Ｒ ｍ お よ
び ５ ０ ０ ℃ で ５ ０ ０ 時 間 の 期 間 保 存 し た 後 の ビ ッ カ ー ス 硬 度 測 定 （ Ｈ Ｖ １ ０ ） に よ る 耐 軟
化 性 を 測 定 す る 。
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